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1 組織の概要

　株式会社　ダイワ

　代表取締役　津田　秀平

　〒441-8004　愛知県豊橋市吉前町字西吉前新田107-10

　平成３年５月

　1,000万円

　35,400万円（2021.5～2022.4）

　5月1日～4月30日

　14名

　・浄水場メンテナンス

　・都市排水処理施設メンテナンス

　・工場施設メンテナンス

　責任者　津田　季実子

　担当者　南　丹

　TEL（0532）34-0245　FAX（0532）34-0246

　2021年5月～2022年4月

　収集運搬量　 5016.2ｔ

342.9ｔ

受託した設備メンテナンスに付随して下請業として実施

収集運搬量

受託した産業廃棄物の

収集運搬量

事業内容

環境管理責任者及び

責任者

従業員数

事業規模
資本金

売上高

　2022年10月～2022年12月（運用期間）

事業者名

代表者名

所在地

設立年月日

事業年度
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1 組織の概要・許可の状況①

産業廃棄物収集運搬業

建設業

　しゅんせつ工事業

　水道施設工事業

許可番号

許可年月日

許可の有効期限

　愛知県知事　許可（般-4）第59702号

令和4年7月8日

令和9年7月7日

許可建設業の種類

　土木工事業

　とび・土木工事業

表１ 平成31年4月21日 令和6年4月20日

長野県 02009059406 表１ 令和2年6月15日 令和7年6月14日

岐阜県 02100059406

表１ 令和4年4月23日 令和9年4月22日

三重県 02400059406 表１ 平成31年3月6日 令和6年3月5日

静岡県 02201059406

登録許可番号

02300059406

許可品目 許可年月日 有効期限

表１ 平成31年3月23日 令和6年3月22日愛知県
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1 組織の概要・許可の状況②
表１　産業廃棄物許可品目・種類

収集運搬車両の種類と保有台数

・大型強力吸引車 ７台 ・４ｔ吸引車 ３台

・高圧洗浄車 ３台 ・4ｔダンプ車 １台

・軽トラック １台 ・４ｔユニック車 ２台

ガ

ラ

ス

く

ず

鉱

さ

い

が

れ

き

類

ダ

ス

ト

類

燃

え

殻

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

愛知県

三重県

岐阜県

長野県

動

植

物

性

残

さ

汚

泥

廃

油

廃

酸

廃

ア

ル

カ

リ

自治体

廃棄物の種類

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

静岡県 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇
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2 対象範囲

対象範囲（認証・登録範囲）

以下に示す全組織、全活動を対象とする。

組織： 本社

活動： 浄水場メンテナンス

都市排水処理施設メンテナンス

工場施設メンテナンス

廃棄物処理業（収集運搬）

対象期間：2022年10月～2022年12月
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3 環境経営方針

【理念】

当社は環境施設のメンテナンス工事及び環境保全事業を通じて

環境の調和を目指し、社会に貢献します。

【行動指針】

1 環境に関する法規制・条例及びその他の要求事項を遵守します。

2 省エネルギーに取り組み、二酸化炭素の排出量を削減します。

3 節水に努め水の使用量を削減します。

4 廃棄物の削減を推進します

5 全従業員に環境経営方針を周知徹底、環境問題の意識向上を図るとともに

継続的な改善に努めます

制定日　　令和４年１０月１日

株式会社　ダイワ

代表取締役　　津田　秀平
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環境経営目標（中期目標含む）

一般廃棄物の削減（事務所） 1,1471,1581,182 1,170

4.1

131,601 130,285 128,969 127,653

8,474 8,389 8,305

19,893 19,694 19,495

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

＊1　電力の排出係数は2022年度中部電力の調整後係数　0.426kgCO2/kWhとした。

節水 水使用量の削減

ゼロ災害 件数 0件 0件 0件 0件

835 827 818 810m３

廃棄物の

削減
kg

目標削減率

ℓ

二酸化炭素排出量の削減＊1

電気使用量の削減（事務所）

ガソリン使用量の削減

灯油使用量の削減（事務所）

㎏-CO2

ℓ

kWh

軽油使用量の削減（現場）

収集運搬車両の燃料削減・

燃費向上

275

ℓ 3,437 3,403 3,368 3,334

283 280 277

ℓ／売上

（＊2）
3.76 3.72 3.68 3.65

＊2　2021年5月～2022年4月　売上高　35400万円

　化学物質の使用なし

今までの実績データ等を加味し以下の通り短期・中期目標を定めた。なお年度は５月から翌４月である。

目標項目 単位
基準令和３年度

（2021年度）

令和４年度

（2022年度）

令和５年度

（'2023年度）

令和６年度

（'2024年度）

19,296

％ ━ －1% -2% -3%

8,220
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環境経営目標（運用期間）

一般廃棄物の削減（事務所）

4.2

2022年10月～2022年12月の3か月間を運用期間とした。

目標項目 単位

ガソリン使用量の削減（事務所） ℓ

4,859 4,810

二酸化炭素排出量の削減＊1 ㎏-CO2

電気使用量の削減（事務所） kWh

1,015 1,004

m３

廃棄物の

削減
kg

ℓ

灯油使用量の削減（現場） ℓ

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

目標削減率 ％

軽油使用量の削減（現場）

収集運搬車両の燃料削減・燃費向

上 ℓ／売上

（＊2）

＊1　電力の排出係数は2022年度中部電力の調整後係数　0.426kgCO2/kWhとした。

＊2　2021年10月～2021年12月　売上高　8313万円

比較基準・前年度

（2021年10月～2021年12月）

目標

（2022年10月～2022年12月）

ー -1

2,070 2,049

ゼロ災害 件数 0 0

節水 水使用量の削減 229 226

35,154 34,802

196 194

134 132

4.22 4.17
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5 環境活動計画 （取り組み内容）

2022年10月～2023年4月の環境活動計画

担当部門

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

電力使用量の削減

化石燃料の削減

環境目標項目

事務所

（担当：

南）

取組内容

冷暖房の設定温度（夏季28℃、冬季20℃）

不要な照明の消灯

昼休み及び休息時の消灯

パソコン・コピー機の待機電力の削減

現場

（担当：

各務）

燃料（ガソリン、軽油、灯油）等の削減

エコドライブの実施

アイドリングストップの実施

相乗りの励行

洗車は貯水池（雨水）を使用する
事務所水使用量の削減

節水の掲示による啓蒙

一般廃棄物の削減

ゼロ災害

事務所

現場

社内閲覧用印刷などは裏紙を利用する

紙使用量の削減

ヒヤリハットの抽出を定期的に実施
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6 実施体制
環境経営システム組織図

役割・責任・権限

・ 環境経営方針を作成し全従業員に周知する

・ 環境管理責任者を任命する

・ 必要な資源（人材・設備・費用）を準備する

・ 代表者の全体評価と見直しを実施する

・ 環境経営システムを構築・運用し、常に維持・管理する

・ 環境活動の取組状況を常に代表者に報告する・苦情処理に対応

・ 各部門長に対して、必要な計画、指示、指導等を行う

・ 関係関連文書及び記録類の分析・維持・管理をする

・ 外部からの苦情等の受付と対応

・ 自部門における環境経営システムの実施

・ 自部門の環境目標及び環境活動計画の運用管理

・ 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

  役割・責任・権限担当者

代表取締役

環境管理責任者

部門長

代表取締役　津田　秀平

事務部門 現場部門

津田　季実子

環境管理責任者
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7 1.環境経営目標（運用期間）に対する実績値とその評価

一般廃棄物の削減（事務所）

36118

86

132

829

運用期間実績値

2022年10月～2022年12月

97981

5307

1001

評価

×

×

〇

電気使用量の削減（事務所）

二酸化炭素排出量の削減

ガソリン使用量の削減（事務所）

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

目標削減率

灯油使用量の削減（現場） ℓ

94653

4810

1004

ℓ

ℓ／売上 4.22　*1 4.17

*1　2021年10月～12月の売上　8313万円

*2　2022年10月～12月の売上　9894万円

廃棄物の

削減

節水 水使用量の削減

会社周辺の清掃（1件/月）

kg

m３ 229

3 3

×

×

〇

〇

〇

比較基準・前年度

2021年10月～2021年12月

ー

95610

4859

1015

単位

％

㎏-CO2

kWh

ℓ

目標実績値

2022年10月～2022年12月

-1%

3.6　*2

＊電力の排出係数は2022年度中部電力の調整後係数　0.426kgCO2/kWhとした。

社会貢献 3

〇

軽油使用量の削減（現場）

34802

194

132

226

件数

35154

196

134
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7 2.環境活動計画に対する取組結果と
その評価、及び今後の取組

実施結果

化石燃料の削減

×

〇

〇

冷暖房の設定温度（夏季28℃、冬季20℃）

事務所

（担当：

津田）

不要な照明の消灯

昼休み及び休息時の消灯

パソコン・コピー機の待機電力の削減

環境目標達成状況：〇

環境活動計画

水使用量の削減

環境目標達成状況：×

環境目標達成状況：×

・残暑が厳しく10月のエアコン

使用時間が前年より増えてし

まった

・全員の節電意識が高まるよう

周知していく

・運搬回数が増えたため軽油量が

増加してしまった

・売上との比率でみれば数字は

減っているのでルートの確認等で

無駄な走りをしないようにしてい

く

評価と次年度の取組内容実施部門

〇

△

〇

〇

〇

エコドライブの実施

アイドリングストップの実施

・今年から洗浄車で使用する水を井戸水か

ら水道水に変えたため使用料が急増した

・次年度は今年度の数値と比較して削減を

目指す

産業廃棄物の削減

環境目標達成状況：×

環境目標達成状況：〇

産業廃棄物の分別の実施 現場 〇 ・次年度も分別を継続する

節水の掲示による啓蒙

洗車は貯水池（雨水）を使用する
事務所

△

〇

〇

〇

・裏紙も有効に使うことができ

た

・次年度も継続していく

ヒヤリハットの抽出を定期的に実施する

ゼロ災害 環境目標達成状況：〇

・次年度も継続していく現場 〇

紙使用量の削減

紙の裏側を有効活用する
事務所

一般廃棄物の削減

相乗りの励行

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

電力使用量の削減

燃料（ガソリン、軽油、灯油）の削減

現場

（担当：

山田）
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8 環境関連法規などの遵守状況の確認及び
評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

作成日：令和5年2月1日

改定・遵守評価日：令和5年4月7日

弊社に適用となる環境関連法規等 作成・遵守評価者：津田季実子

期間中に家電、自動車の廃棄はありませんでした。

違反・訴訟等の有無

弊社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認・評価の結果

環境関連法規への違反はありません。

なお、訴訟、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありません。

愛知県民の生活環

境保全条例

自動車の駐停車時のアイドリングストップの従業員への指

導
遵守

8-2)

道路運送時車両法 車検（収集運搬車・その他全車両） 遵守

自動車リサイクル法使用済自動車の引取業者への適正な引渡し 該当なし

フロン排出抑制法 空調機器・室外機の簡易点検と結果の記録 遵守

浄化槽法 保守点検・清掃・記録３年間保存 遵守

8-1)

適用法令等 該当する規制 遵守評価

保管場所表示・保管基準の遵守 遵守

処理実績報告 遵守

廃棄物処理法

廃棄物の適正な処

理の促進に関する

条例

廃棄物処理業者の実地確認 遵守

産業廃棄物の適正処理（収集運搬、処理業者への委託） 遵守

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付と期間内処理の

確認、契約書・許可証の写しの保管
遵守

収集運搬業許可証の更新 遵守

管理票交付状況の豊橋市への報告（6月30日期限） 遵守
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9 代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　作成日：2023年2月1日　　　保管期間：5年間

取組項目別の評価とコメント 環境管理統括者　

1 環境目標とその達成状況 今までの実績データ等を加味し2022年度を基準に取組む。

・ 未達成項目有（電気使用量、ガソリン使用量など）

・ 設定に問題 有 ・ 無 （毎月の個別案件ごとの実績値の記録を継続し必要に応じ見直す）

2 環境活動計画の実施状況

・ 取組に問題 有 ・ 無

・ 次年度の取組 継続

3 環境関連法規の見直し・遵守状況

・ 見直し 有 ・ 無

・ 遵守状況 良好

代表者による変更の必要性の判断・指示 代表取締役社長　

総論

評価結果

1 環境経営システム 有効に機能している ・ 機能していない

2 環境への取組 ・ 一部適切ではない

変更判断・指示

1 環境方針の変更 有 ・ 無 2 環境目標の変更 （2019年度以降の目標を今回設定）

3 活動計画の変更 有 ・ 無 4 実施体制の変更 有 ・ 無

コメント

継続的な改善に注力し、必要に応じ臨機応変に対応する。

環境管理責任者への指示

前年と比べて軽油量が増加してしまったが売り上げも増加している。売り上げが上がれば軽油量も増えることは仕方ないので

最短の運搬ルートを選んだり休憩時のアイドリングストップを行うなど、小さなことの積み重ねで少しでもCO2の削減につなが

るように取り組んでいきたい。

環境負荷削減活動の基本はPDCAをうまく回すことです。

目標に対する実績値の達成度を確認し、次に向けての改善対応を確実に打てるよう取組を定着させてください。

適切

一人一人が活動内容を意識して無駄な運転を減らしCO2削減に取り組むようにしてください
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